
　 のとき、
    であり、１

　        である。

　関数 
   

    の最小値は

　    である。

　個の値からなるデータの平均値は  であり、分散は

　    である。

　の人がじゃんけんを回するとき、あいこになる確率は

　
 

 
である。

　である△が、＜＜を満たすとき、の

　とり得る値の範囲は  ＜＜   である。

日大
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である。２

　のとき、等式を満たすの最大値は





　である。

　座標平面上の点    に対して、を満たす

　点の軌跡は、中心     半径    の円である。

　を実数とする。座標空間内の点  

　が同一平面上にあるとき、  である。

　数列  の初項から第項までの和  が    で表されるとき、

　  の一般項は     


 


である。



はつの不等式     を満たすとする。３

　のとき、のとり得る値の範囲は、    である。

　     とする。平面において、点  が満たす不等式

　の表す領域の面積は



である。
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


をとる。



関数    のグラフを  、関数



   のグラフを  ４

とする。また、  上の点 における接線をとする。

　の方程式は、    である。

　  との交点の座標は     である。

　    およびで囲まれた図形の面積をとする。

　　   である。

　　直線



をとする。  およびで囲まれた図形の面積をと

　　すると、





 

 
である。


